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 論文審査結果の要旨 
ベトナム・ホイアン市は世界遺産に登録された観光都市であるため，毎年多くの観光客が訪れ，それにより
多くの廃棄物が排出されている。これまでに，観光業を背景として発生する廃棄物の種類と量に関するデータ
は乏しく，そのために適正な廃棄物マネジメントの計画が立てられない状況であった。そこで本研究では，観
光業から排出される廃棄物の種類の実態を明らかにし，ごみ分別等の市民（観光事業者）の実践行動をベース
として計画した廃棄物マネジメントの方が，既存のマネジメントよりもリサイクル率，コスト，環境負荷の点
からはるかに優れていることを示した。研究ではまず，観光業と関連が深いホテル，レストラン，店，手芸製
品工場，市場，観光エリアの道路清掃のごみを系統的に収集し，定量化するとともにごみの物理・化学組成を
明らかにした。そして，これらの観光由来廃棄物の種類・量と観光産業を表す指標との関係を統計的に分析し
た。また，一部の観光事業者が行っている廃棄物の減量化やリサイクルに関する実践行動についてアンケート
調査を行った。そして得られた全てのデータを用いて，AHP，MFA，LCA，CBAの手法を用いて廃棄物マネジ
メントの最適実践指向モデルを構築した。さいごに，実践指向をベースとした持続可能のシナリオと，逆に市
民の廃棄物処理負担を最小に抑える最小行動シナリオを作成し，10年先までのごみリサイクル率，処理コスト，
CO2削減量などを評価し，前者のシナリオの優位性を定量的に示した。本研究の成果はホイアン市のみならず，
アジア観光都市の廃棄物マネジメントに有用な指針を与えるものであると考えられる。以上の研究内容と３年
間で５本の論文発表を鑑み，博士学位を授与するに値すると判断した。 
 
